
昭和 15年 10月中旬の浅間山火山活動 (其の 1)

1.浅間山北側最高所の抱出岩

高さ 4~4 米，周園 12.9 米

2.南側に於ける弛出岩

高さ 5.0米，周園 12.0米， 中央

に電光型の亀裂があ り内部は赤熱

4.小浅間山上の火山弾落下穴く本丈

策3圃，No..7)直径 5.8米，深主J.4米

5.火山弾落下穴の中央に熔岩

破片が鏡〈突立ってゐる

3.積次中に落r下した赤尿ある球欺火山弾 -6. パン皮妹火山5車

高さ 1.9米，周園 4.7米 高-さ‘1米，周園 5.0米

(松井 ー小宮山 ・土屋報告附圃〕



，7.活動後め西側火口縁

10 '月 17日撮影 f

9.活動後の火口内壁

， 

火仁l)まが不鮮明令めは水蒸気が盛んに出てゐるため

10s17日13時頃北側から撮彰

く松井.・小宮山 ・土屋報告附圃〉

(英の 2)

8.活動前の火口内壁

9月 5 日正牛頃東側から撮影

10.活動前の火口!定

.白〈見えるのは濃黄色の昇華物

9月 5 日正午頃西側から撮影



昭和 15年 12 月下旬の浅間山火山活動

2 . 昭和15年12見 22 日 9Ì1手52分c6~普爆護
降友がはじまらうとする頃

15時 55分火nの南東から撮彰

5. 昭和15宅1 ~月 24 日時鮮明会にシ設 ，
噴煙運路下に徴量の降京民宅アIと

16時 44分撮彰 、，ι

ヌ.爆護後淡い11賞煙が約2分お きにるがるとこ ろ 6.昭和i5年12月31日13!時O.9分の藤委
昭和15年12月22rl12時50分南南東から撮彰 17昨日分頃撮影 一一

〈軽井淳観測所報告附園〕



昭和均 年 1月 3.......6日 の 浅 間ゐ山火山活 動

く1)1月3日7時40分の爆護後 2分過ぎ

A;外輪山中の黒斑山 B;同 石主主山

(2)爆護後 3分過ぎ

C;前掛山，その後方に噴煙を出す本浅間山がある

D;小浅間山

(4)爆設後 6分過き (5)1月 6日12時52分の爆護 5分過ぎ

噴煙先端は千ケ瀧上空に達し，11、浅 友色の噴煙が遁分口に低〈ー流れてゐる

閉山附近まで茨脚が見えて.ゐる

(松井 ・小宮山報告附園〉

(3)爆護後 4分過ぎ

(6) 1月6日22時30分頃の扶況，

頂上に火柱がみえてゐる

也M伺
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